
ふるさとを支える
－地域資源を活かした機会の創出による

持続的な交流の場づくり－

仙台市地域づくりパートナープロジェクト推進助成事業／協働事業助成

井土町内会

井土実行組合

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
令和5年度仙台市地域づくりパートナープロジェクト［協働実践助成］として採択されました「ふるさとを支える－地域資源を活かした機会の創出による持続的な交流の場づくり－」について、ご報告させていただきます。よろしくお願いいたします。
 




 東日本大震災により36名の犠牲者を出し、さらに103世帯すべてが全壊
という甚大な被害を受けた地区。

 世帯数の激減により、一度は町内会の解散したものの、
現地再建を果たした世帯もあり、平成29年に町内会活動を再開。

≪東日本大震災前後の世帯数と人口の変化≫
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宅地跡地の荒廃化 高齢者世帯の割合増加に伴う自治活動の困難化

⇒居住する住民だけでは解決できない
⇒今一度、住民同士で「今後の井土」について話し合いたい

2

若林区井土地区について 2

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずは若林区井土地区の概要です。
若林区井土地区は東日本大震災で被災したことにより、世帯数・人口ともに激減しました。
一度は町内会が解散したものの、現地再建を果たした世帯もあり、平成29年に町内会活動を再開して現在に至ります。
しかしながら、宅地跡地の荒廃化や自治活動の困難化を前に、居住する住民だけでなく、震災前まで暮らしていた住民も含めて「今後の井土」について話し合いながら課題解決ができないだろうか、と考え、令和3年より活動に取り組み始めました。




地域づくりパートナープロジェクト3年間の取り組み 3
〈全体の目標〉
居住者が激減した若林区井土地区において
「ふるさとに関わり続ける」ための仕組みをつくる
令和3年度
地域資源の利活用を軸にした「ふるさと」への関わり方の検証
令和4年度
ふるさとを整える－地域資源活用を軸にした地域の継承―
令和5年度

ふるさとを支える
―地域資源を活かした機会の創出による持続的な交流の場づくり―
「“地域資源×交流”を軸にした、ふるさとに関わり続けるための仕組みの具体化」
を目指して、以下を実践。
①集まる機会の定着化
②地域資源の積極的活用
③地区内外への情報発信を実践

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして、令和３年度に始まった地域づくりパートナープロジェクトを活用し、「住民自身が主体性を持って井土を『ふるさと』として継承していくための仕組みをつくる」ことを目標に、３年間取り組みを重ねてきました。
最終年度であった令和５年度に関しては、「ふるさとを支える」をテーマに、「“地域資源×交流”を軸にした、ふるさとに関わり続けるための仕組みの具体化」を目指して、①集まる機会の定着化、②地域資源の積極的活用、③地区内外への情報発信の実践に取り組みました。




①集まる機会の定着化／井土プチマルシェ 4

井土の魅力を楽しめる屋台を並べることで井土地区住民に来てもらい、
久しぶりのおしゃべりを楽しんでもらう場として開催。

【第2回】
8/11

（祝・金）

【第3回】
10/28
（土）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずは、「集まる機会の定着化」の取り組みです。
　井土の魅力を楽しめる屋台を並べることで井土地区住民に来てもらい、久しぶりのおしゃべりを楽しんでもらう場として位置づけている「井土プチマルシェ」を夏と秋の2回開催しました。




①集まる機会の定着化／井土プチマルシェ 5

外部団体の厚意により、物品や機会、人手の提供が行われた。
また、新たな団体とも連携を図ることができた。

東六郷小
おやじの会

海岸公園
冒険広場

ReRoots

アート
ノード

建築
ダウナーズ

川俣正
さん

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
第2回・第3回ともに、井土地区の活動に理解と賛同を示してくださった外部団体の厚意により、物品や機会、人手の提供が行われ、マルシェを盛り上げることができました。新たな団体とも連携を図ることができ、令和5年度の目標であった「協働主体の多様化」は達成されたと考えています。




①集まる機会の定着化／井土クリーン作戦 6

「井土地区にかかわる人たちで地区内をきれいにする」という
雰囲気が醸成されてきた。

道路の
ごみ拾い

花壇
整備

芝生設置に
向けた
石拾い

パーゴラ
周辺の
草むしり

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして、月命日の「井土クリーン作戦」も継続して実施しました。
毎回30名程度の住民が地区内外から集まり、道路のごみ拾いや集会所・津波避難ビルの花壇整備を行いました。平日開催時には、井土地区に事務所を構える民間企業のスタッフも参加してくださり、人手の確保という側面だけでなく、「井土地区にかかわる人たちで地区内をきれいにする」という雰囲気が醸成されてきたことが嬉しい成果であると捉えています。
また今年度は、8月に設置された川俣正氏の作品周辺の環境整備も加わり、みんなで手を動かすことで空き地だった場所が整えられていく過程をみることができました。
 




②地域資源の積極的活用／自然環境学習会（第4・5回） 7

井土の自然資源を活用したイベントを開催することで、震災後
の故郷を親子で訪れる機会を創出できた。

【第4回】
押し花の
素材集め

【第5回】
イナゴ
取り

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて、「地域資源の積極的活用」の取り組みです。
8月にむかい＊いきもの研究所の向井康夫さんを迎えて、4回目の「井土自然環境学習会」を開催しました。この時は、地区内をフィールドワークしながら夏の草花を集め、集会所にて押し花にするための準備を参加者とともに行った。親子連れの参加者に話を聞いたところ、保護者の出身地が井土地区であり、「子どもたちに自分の故郷を見せたかった」という参加動機を語ってくださり、井土の自然資源を活用したイベントを開催することは、こうした震災後の故郷を親子で訪れる機会の創出になることを実感しました。
 
また、10月には冒険広場の協力を得て第5回を開催し、稲刈り後の田んぼに出かけてイナゴ取りを実施しました。子ども時代にイナゴを取った経験のある住民を伴ってフィールドワークが行われ、イナゴの捕まえ方だけでなく、農村の食文化にも触れる機会を参加者に提供することができました。




②地域資源の積極的活用／自然環境学習会（第6回） 8

かつて入会地として共同管理が行われていたヨシ原を参加者と
ともに見学し、実際にヨシ刈りを実施。

住民に
刈り方を
聞きながら

実施

ヨシの質は
低下傾向

若者や
子どもたち
も参加

アイデア
出し
WS

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
11月には、第6回となる学習会を海辺に近いヨシ原で開催しました。
井土地区でかつて入会地として共同管理が行われていたヨシ原を参加者とともに見学し、実際にヨシ刈りを実施しました。住民の手で管理されていた頃と比べて、ヨシの質が落ちていることも分かり、さまざまな体験と発見ができたフィールドワークとなりました。




②地域資源の積極的活用／自然環境学習会（第6回） 9

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ヨシ原のフィールドワーク後には、ヨシを現代のライフスタイルに合わせて活用するためのアイデア出しをプロダクトデザイナーの小松大知さんとともに行いました。プロダクトの考案に限らず、今後のイベントで利用するアイデアも出され、今後の地域づくりに対してたくさんのヒントをいただく機会にもなりました。




②地域資源の積極的活用／自然環境学習会（第6回） 10

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ヨシのプロジェクトについては、デザイナーの小松大知さんからは、「ほうき」「花瓶」「スツール」の3つのアイデアをいただき、地域住民に対するアイデアのお披露目会を開きながら、今後の活用のあり方について共有する場面をつくることができました。どれも手軽につくることができ、なおかつ素材をみんなで出かけて手に入れる楽しみもあるということで、新たな「集まる機会」として捉えながら今後の活動を展開することを提案していただきました。一方で、素材として良いヨシを育てることも課題として挙げられました。




③地区内外への情報発信／「井土まちづくりレポート」 11

住民への活動の周知という側面に加えて、外部団体との連携に
おいては、これまでの活動を説明する際の資料として役立てる
ことができた。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に「地区内外への情報発信」の取り組みです。
令和5年度においても情報紙『井土まちづくりレポート』の発行を継続しました。毎号、地区外に移転した世帯を含む井土地区の住民に郵送で配布を行うことができました。住民への活動の周知という側面に加えて、外部団体との連携においては、これまでの活動を説明する際の資料として役立てることができました。現在の井土地区に対して、住民の関心度合いにはグラデーションがあると思われますが、活動状況を継続的に発信していくことで、イベントへの参加や地域づくりへの参画につながることを期待したいと思います。




③地区内外への情報発信／展示の開催 12

企画展
「ふるさとを整える
―仙台市若林区井土地区の歩み―」
＠せんだい3.11メモリアル交流館

川俣正さんのプロジェクト紹介に
合わせて

井土地区の取り組みを展示
＠せんだいメディアテーク

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さらに令和５年度においては、市内施設2か所で活動紹介の展示を行うことができました。これまでの活動の蓄積があったからこそ実現できたことでもあり、多くの市民に対して井土地区の活動に触れる機会をつくることができたことは、活動の集大成でもあったと考えています。




令和5年度事業の収支 13

【収入】

【支出】

仙台市地域づくりパートナープロジェクト助成金
〈1,029,000円〉

事業収入
〈114,603円〉

人件費
〈65,000円〉

消耗品費
〈57,573円〉

報償費
〈391,000円〉

その他の経費
〈330,218円〉

印刷製本費
〈187,730円〉

通信運搬費
〈57,682円〉

使用料および賃借料
〈54,400円〉

総事業費：1,143,603円

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
令和5年度の事業収支はこのようになっています。




令和5年度事業の成果①活動の定着化 14

２年目を迎えた「井土クリーン作戦」については、事前告知をしなくても
「11日に集会所前に集まる」という新しい習慣が住民間に根付いてきた。
この機会でしか顔を合わせることができない住民もいるため、作業終了後
の屋外での交流も盛んであり、「被災した故郷を自らの手で整える」とい
う活動をとおした地域コミュニティの再形成が果たされている。

川俣正氏が設置したベンチによって、クリーン作戦後の休憩時の交流も
ゆったりと行われるようになった。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて、事業実施によって得られた成果について三点報告いたします。
一点目は、「活動の定着化」です。
２年目を迎えた「井土クリーン作戦」については、事前告知をしなくても「11日に集会所前に集まる」という新しい習慣が住民間に根付いてきたように感じています。この機会でしか顔を合わせることができない住民もいるため、作業終了後の屋外での交流も盛んであり、「被災した故郷を自らの手で整える」という活動をとおした地域コミュニティの再形成が果たされていると考えます。




「井土プチマルシェ」についても、第２回・第３回ともに300名程度の来
場者で、振り返りの場面では「顔の分かる人や、知り合いの親類の人が多
かった印象。これ以上来場者を増やすことは考えずに、いかに住民同士が
集まる場として継続できるかに注力していきたい」という意見も出され、
今後も住民をはじめ、井土地区の関係者がしっかりと足を運んでくれる場
になることを目指して取り組んでいきたい

令和5年度事業の成果①活動の定着化 15

不特定多数の市民を地区内に迎え入れることを目指すのではなく、良い意味
で「閉じた活動」にすることで、当初から掲げている「住民同士で集まって
語らう」という目的が達成できている。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「井土プチマルシェ」についても、第２回・第３回ともに300名程度の来場者で、振り返りの場面では「顔の分かる人や、知り合いの親類の人が多かった印象。これ以上来場者を増やすことは考えずに、いかに住民同士が集まる場として継続できるかに注力していきたい」という意見も出され、今後も住民をはじめ、井土地区の関係者がしっかりと足を運んでくれる場になることを目指して取り組んでいきたいと考えています。
「井土クリーン作戦」も「井土プチマルシェ」も、不特定多数の市民を地区内に迎え入れることを目指すのではなく、良い意味で「閉じた活動」にすることで、当初から掲げている「住民同士で集まって語らう」という目的が達成できていると考えます。




①集まる機会の定着化 ②地域資源の積極的活用

③地区内外への情報発信

井土町内会
井土実行組合

井土まちづくり推進委員会
せんだい3.11

メモリアル交流館

農事組合法人井土生産組合
北杜興業株式会社

一般社団法人ReRoots

荒浜のめぐみキッチン

マートル
海楽寺

NPO法人
冒険あそび場
せんだい・みやぎネットワーク

北の里浜花のかけはし
ネットワーク

むかい＊いきもの研究所

近隣農家のみなさん

令和5年度事業の成果②多様な外部関係者との協働の実現 16

建築ダウナーズ

川俣正さん
せんだい

メディアテーク

外部者との協働によって、住民が暮らしの中で得てきた経験知が可視化され、
さらなる価値へと昇華する場面が多々みられた

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
二点目は、「多様な外部関係者との協働の実現」です。
せんだいメディアテークのプロジェクトと連携できたことによって、現代美術家の川俣正さんが作品制作や井土プチマルシェでのワークショップを開催したことは、とても大きな成果の一つでした。
他にも、前年度から継続的に関わっていただいている外部関係者との協働によって、井土地区の住民が暮らしの中で得てきた経験知が可視化され、さらなる価値へと昇華する場面が多々みられました。地区住民だけではなし得なかった活動が生まれ、外部関係者が井土を魅力的に捉えて継続的に関わってくださっている現状は、井土の地域づくりの推進力になったと感じています。




令和5年度事業の成果③新しい活動への波及 17
これまでの活動をとおして住民自
身の主体性が育まれ、「井土をよ
り良くしていこう」と独自の活動
が生まれ、本事業に申請した地域
づくり以外の取り組みが豊かに
なっていった。

第2回
「井土のこれから大会議」
の様子

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
三点目は、「新しい活動への波及」です。
これまでの活動をとおして住民自身の主体性が育まれ、「井土をより良くしていこう」と独自の活動が生まれ、本事業に申請した地域づくり以外の取り組みが豊かになっていきました。「井土のこれから大会議」も、その動きの一つです。目の前の課題について、住民ひとりひとりがそれぞれに考え込むのではなく、顔を合わせながら課題を共有し、アイデアをともに生み出す取り組みは、ご報告させていただいたような「住民同士で集まる」という場面を重ねてきたからこそ、実現できたものだと考えます。
「井土のこれから大会議」によって住民から出されたアイデアをもとに、「井土まちづくり計画2024-2026」を策定することもできました。




現在の取り組み 18
令和6年度においては、民間2団体の助成によって、さまざまな活動を継続。

ヨシ原の
フィールド
ワーク

竹
プランターの

制作

ヨシで
ランプ
シェード
づくり

「まちづくり
レポート」
の発行

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
令和5年度の取り組みを含めた、3年間の地域づくりパートナープロジェクトの支援によって、井土地区には「住民同士で〈ふるさと〉に集まろう」という雰囲気ができてきたと実感しています。そして、この3年間で得られた成果をさらに発展させるべく、令和6年度においては、民間2団体の助成によって、さまざまな活動を継続させています。




仙台市地域づくりパートナープロジェクトに採択していただいたことで、
被災してからの10年の間に実現できなかった「住民同士で集まる機会をつ
くる」ことを果たし、住民主体の地域づくりに踏み出すことができました。

大変有意義な3年間の活動となりました！
この場を借りて、感謝申し上げます。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
仙台市地域づくりパートナープロジェクトに採択していただいたことで、被災してからの10年の間に実現できなかった「住民同士で集まる機会をつくる」ということを果たし、住民主体の地域づくりに踏み出すことができました。大変有意義な3年間の活動となりました。この場を借りて、感謝申し上げます。
以上で発表を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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